強い 賢い 王様の 話 



i 島 与 志 雄 



「お前 は 誰 だ？」 

老人 はまた 笑って いいました。 

「誰でもい い。 お前 をた めしに きた 者 だ。 …… わしが 

しょ 

お前 を 高い ところへ つれて 行って やろう。 わしと 一緒 

にくる がいい」 

ほんとう ぼく のぞ 

「本当に 高い 所へ つれていって くれる のか、 僕が 望む 

だけ 高い ところへ ？」 

「うむ、 どんな 高い ところへ でも 連れていって やる。 

そのかわり、 また 下へ おりようと いっても、 それ はわ 

し は 知らない。 それでよ かったら わしと 一緒にく るが 

ヽ ヽ I 

レレ」 



ぼくし か 

けで おりて みせる。 僕が 死ぬ か、 それとも、 うち 勝つ 

か だ」 

王子 は 石 を 一 つ 拾って、 それ を 力ま かせに 投げて み 

はる くも ま 

ました。 石 は遙か 下の 方の 雲に 巻き こまれた まま、 な 

んの 響き も 返しませんでした。 

「よし ッ！」 

と 王子 はいいました。 

いわ まつ さか 

そして、 岩の 上から 真逆 さまに、 むくむ くと してる 

V ち と 

雲の なか をめ がけて、 カー ぱいに 飛びお りました。 



王子 は、 はっとして 我に 返りました。 
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